
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書

（
宗
祖
篇
上
）
』
の
魅
力
に
つ
い
て

宗
門
長
期
振
興
計
画
の
重
点
項
目
⑤
「
時
代
に
即
応
す
る
教
学
の
振
興
」
の

う
ち
、
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
た
び
の
親
驚
聖
人
七
百
五
十
回

せ
い
て
ん

「
諦
土
真
宗
聖
典
全
書
（
宗
祖
篇
上
）
』

大
遠
忌
を
記
念
し
て
、

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も

『
宗
報
」

書
（
宗
祖
篇
上
）
』
）
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ
る

（
以
下

『
聖
典
全

の
誌
面
で
、
何
度
か
こ
の
『
聖
典
全

書
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
改
め
て
こ
の

「
聖
典
全

書
（
宗
祖
篇
上
）
』

の
魅
力
や
活
用
法
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

I
，
親
驚
聖
人
の
真
筆
を
網
羅

今
回
の
「
宗
祖
篇
上
」
は
、
「
宗
祖
篇
下
」

と
合
わ
せ
て
、
現
在
学
界
で
認
知
さ
れ
て
い
る

親
鷲
聖
人
の
真
筆
を
す
べ
て
収
録
し
て
い
ま

で本t大言けす
窓口ヰ）怠隅ん

刻？が長浄；特
し底蔵土と’に
た本親真土
『き驚実5；三
重；さ宇教？温
柔：て宣行？語
像fい蚕証i占
銘tま :2fs:
文iす中文iで
』 0 0 ~買t 申
はま わ ー し
、さゅ lぞま

ーる す
段坂f真 シ
組東i’宗＼

上
下
段

2 宗報 20日年4月号

が
底
本
と
な
っ
て
お
り
、

せ
ん
じ
ゅ
じ

と
も
に
高
田
派
専
修
寺
蔵
の
親
鷲
聖
人
真
筆
本

~ゆぴ

1i~ 重ん

！！；；τ 
て

は門
．弟

与
え

ら親
れ鷲
た聖
聖t人
覚？が
法号た
印工び
のた

底
本
だ
け
で
は
な
く
対
校
本

に
も
親
鷲
聖
人
の
真
筆
本
を
用
い
て
い
ま
す
。

近
年
発
見
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
平
成
四

大で 平 発 二
谷 発成見市
大見 十 さ 工
学さ 回れて三
でれ（た乙
初た二「盆
公経う 0 道1’ι
雪支IS2縛？ま
Z のこ二禅主派
に抜年師じ本
願が粋に略願

文iヤ大主空
の － l坂 、三五
抜昨府あ物
粋年八やる庫
な末尾おいよ
どに市はり



新たな始以

－司、

も
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
変
わ
っ

いた
らと
れこ
たろ
名7で
号什ま

上や 4

下「翠

持鏡沼
与普~千 人
目 肯ノぇ品百

すとい半
イしか酋

て εE
いのし
るさ親そ
経；驚用

鷲論f聖
聖の人
人讃i影
ご銘ff象
自もの
身す＼
のべ
手てて
控1収
え録

し
て
しミ

ま
す
し

親

あ
る
い
は
門
弟
へ

和わす書
讃iべ き
」て与
に収え
つ録ら
いしれ
ててた
はいと

Jま考
」 寸ー え

の’。ら
さ土 -J,, 
陪む さ2 4し

面 己る
で、 l二断
も h 簡

何三さな
度－~ど
か ！帖Jも

お
伝
え
し
た
通
り
、
三
段
組
で
翻
刻
し
て
い
ま

修
寺
蔵
の
、

す

特

中
ぃ段
わと

ゆ工
る祝
日に
呈翻

末引

ム主出尽ん主主

智ち巴
上｝混
入：専

hvu出川
内
同
H
H
ド
れ
い
k
y

I 

’E ，与

I浄土真宗聖典全書（宗祖篇上）J

が円本店
施？に
さ」つ

れい
てて
おは
り極

め
て
丘二，，.
く
の
左P
i反主
名な

左さ
言Iii

そ
れ
ら
が
系
統
ご
と
に
ど

つ
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
違
い
が
ひ
と
目
で
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
たこ
善fれ
本Tだ
を け

収型
録駕
し聖
た人
E の
真喜
や芋
史小
本を

おは
判じ
集 ι

はE

今
回
の

『
聖
典
全
書
」
が
初
め
て
の
も
の
に
な

り
ま
す
。

2
a他
の
収
録

「
宗
祖
篇
上
」
に
は
、
親
鷲
聖
人
の
書
か
れ

た
も

の
「だ
恵ぇけ
信之で
尼には

消~ J 
息？、、

や書

巷t実
共 lこの
抄｝言
』 ，行

なを

伝
え
た

ど
も
併
せ
て
収
録
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

「
恵
信
尼
消
息
」
に
は
、
親
鷲
聖
人
の
そ
ば
に

長
く
お
ら
れ
た
恵
信
尼
公
な
ら
で
は
の
貴
重
な

叡内
山容
時が
代多
ゃく
源店含
空jま
（れ
法すて
然2ぉ

主：り
人三親
と鷲
の聖
出で人
遇あの
いよヒ

に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
、
他
の
史
資
料
で

は
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
事
柄
を
伝
え
て

い
ま
す
。
ま
た

「
歎
異
抄
』
も
、
親
鷲
聖
人
の

法
語
を
伝
え
た
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
広
く
知

ら
れ
て
お
り
、

や
は
り
他
で
は
知
る
こ
と
の
で

き
な
い
親
鷲
聖
人
の
す
が
た
を
多
く
伝
え
て
い

ま
す
。
他
に
も
親
驚
聖
人
が
門
弟
へ
の
消
息
の

念fい中
分Zるで
別2『、
古？唯何
ごと信度

「秒主
後ご 』 塑

Z：吉じ手
=r~ 力 i る
詰 ＼； 1也たょ
間｛力iう
主Z事：トこ
も『め
収 －~ ら
録念fれ
し多たて

て
い
ま
す
。

3 

付
録
の
活
用

本
年
の
新
年
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

「宗
祖
篇
上
」
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
付
録
が
あ

り
ま
す
。
今

一
度
記
し
て
お
き
ま
す
と
、
①
底

類本

返；2
Aマて 'f＞ι
長ん本
異 ι

F百L

~＠ 
親雇
色、浄

聖土
人真
御7実
消j教
息？イ丁
」証
配文

列
各
本
対
照
表
、
④
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文

か

だ

ん

類
』
科
段
、
⑤
年
表
、
⑥
系
図
の
六
項
目
で
す
。

」
れ
ら
の
う
ち
、
今
回
は
④
①
）
⑤
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
と
、
ま
ず
④
の
『
顕
浄
土
真
実
教

ひ
っ
せ
い

行
証
文
類
』
科
段
で
は
、
親
鷲
聖
人
畢
生
の
大

宗報 2011年4月号

著
で
あ

コヲほる
ん「品、ん

典Z言
研；吾
警告土
来＝富

記き歪

で主友
達式行
山~ ~.正
手口L文
上1類
研’』

鑓
f!o::. 日

の
科

段
を
、

導
宗
学
院
同
人
集
記
）
に
基
づ
い
て
示
し
て
い

3 

... 



宗門長期振興計画の現状

銀明
治
待

命
J

存
括
的
話
番
dr判
決
に
よ
ど

彦
氏
本
義
本
幸
子
手
間
略
魚
月
時
吾

妻
J

涜
勾
一
三
君
主
七
ナ
を
究
，

F
一

生
4
4
4ず
ま
八
ナ
守
主
仏
刊
訂
一
丸
釦”
がず
ヘ

戸
下
山
Y
1
7z

↑

vrに山
J

＼
安
季、支
持
さ
を
そ

報

利上旬じみ
に～
佐川
禅
宗
供
養
ん
待

相

し町一
間
d
r
p
w’
乙

探

暗

号
制
明
日時
有
訂
作
品
ヤ
J
崎

山

プ
一
去
一
与
す
一
命
夜
ぽ
一
一
員
rb
p向
何

十

考

臨

滋
宍
・
し
む
四
月
二
？
6
4
F
示
、一三

J

一三

欄

ム
1
Fh札

n

f

キヰ
・1

静

注
S
器
一
三
孟
単
’

Zι
夕
刊
そ

す一円
？
一

同

一
昨
－一キ
ま
だ
たキ

大fu王
寺
三
宏
一
斜
計

謹

答
守
主
主
主
君
久
走
J

拭
評
拝
読
九
日
：
：

β

主
写
一
片
手
掛
蒋
剖
J1
JJ
量
、－J
4
3

：ιい
J

f

聖

4
1
4

記長一雪芳一翌日誌？？と

欄

ま
す
。
科
段
表
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

そ
こ
に
付
さ
れ
て
い
る
連
絡
頁
、
お
よ
び
本
文

の
冒
頭
の
四
文
字
を
確
認
す
れ
ば
、
ど
の
文
章

が
起
点
と
な
っ
て
ど
う
い
う
釈
や
引
文
が
展
開

し
て
い
る
の
か
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
本

第
二
版
）

l'EI三ー＝『

と浄
た土

柱：真
主ず示

が匂聖
付典
さ（
れ註
て釈
い版
まよ二

聖
典
に
は、

す
が
、
柱
書
と
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
大
枠
を
示

し
た
も
の
で
す
。
今
回
の
科
段
表
で
は
、
例
え

事

ば
柱
書
に
は
「
引
文
」
と
し
か
示
さ
れ
て
い
な

い
箇
所
に
、

誰
の
著
作
が
、

何
文
引
か
れ
て
い

る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
示
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
⑤
の
年
表
で
は
、
親
驚
聖
人
が
著
作

を
執
筆
さ
れ
た
時
期
と
共
に
、
身
の
周
り
に
起

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
も
含
め
て
記
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
「
恵
信
尼
消
息
』
に
は
、
親

鷲
聖
人
が
帰
洛
さ
れ
て
か
ら
火
事
に
あ
わ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
時
に
年
表
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
す

のと
時
のそ
、の

建1火

長7事
七色
二親
五鷲
五聖
）人
年が
十 八
二十
月三
十歳

房？夢日
（中の
善fでこ
驚Zのと
）和で
の讃あ
義ぎのる
絶； ！或こ

等得と
にやが
っ、わ
い息か
て男り
もでま

あす

ゑ王
室；た
l口 ん 、

そ
の
時

期
を
年
表
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

親
鷲
聖
人
が
、

い
つ
、
ど
う
い
う
状
況
で
、
何

を
述
作
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
な
が
ら

拝
読
し
て
い
き
ま
す
と
、
よ
り
一
層
、
親
驚
聖

人
の
お
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
①
の
系
図
で
は
、
親
鷲
聖
人
の
縁
故

者
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
掲
の

4 

『
恵
信
尼
消
息
』
に
は
、
親
驚
聖
人
と
親
子
のド

ν

縁
に
あ
る
「
ま
す
か
た
」
が
、
親
鷲
聖
人
の
示

寂
の
場
に
立
ち
会
わ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
り

宗報 2011年4月号

ま
す
。
そ
こ
で
、
系
図
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
親
鷲
聖
人
の
第
五
子
に
「
益
方
」
と
い
う

名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
親
驚

聖
人
と
の
関
係
が
よ
り
深
く
理
解
で
き
ま
す
。

『
レ
よ
、
一
ぎ
C

よ
も
つ

こ
の
よ
う
に
、
お
聖
教
を
拝
読
す
る
に
あ
た

そ
ろ

っ
て
、
非
常
に
有
益
な
付
録
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

唱、
,-4 ~，， 

t〆

ら
か
ら
の
刊
行
予
定

今
回
、
刊
行
さ
れ
ま
し
た
「
宗
祖
篇
上
」
は
、

『
聖
典
全
書
」
全
体
で
は
第
二
巻
に
あ
た
り
ま

す
。
そ
こ
で
『
聖
典
全
書
』
全
六
巻
の
刊
行
予

定
を
以
下
に
記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
巻
「
宗
祖
篇
上
」

。

（
平
成

二
士
二
）
年
三
月
刊
行

第
一
巻
「
三
経
七
祖
篇
一
」

二
O
二
一
（
平

成
二
十
四
）
年
度
刊
行
予
定

第
五
巻
「
相
伝
篇
下
」

二
O

一
三
（
平
成

二
十
五
）
年
度
刊
行
予
定



，
sd

～
 

始な
一

J

円ケ
郭
耕

一

第
四
巻
「
相
伝
篇
上
」

二
O
一
五

（
平
成

二
十
七
）
年
度
刊
行
予
定

第
三
巻

「
宗
祖
篇
下
」

二
O
一
六

（
平
成

二
十
八
）
年
度
刊
行
予
定

第
六
巻
「
補
遺
篇
」

0 

)¥ 

（
平
成
三

十
）
年
度
刊
行
予
定

巻
号
順
で
の
刊
行
で
は
な
い
の
で
少
し
驚
か

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

を
経
て
こ
の
よ
う
な
順
に
な
り
ま
し
た
。
次
は

来
年
度
に
「
三
経
七
祖
篇
」
が
刊
行
予
定
で
あ

れ
ん
に
よ

り
、
そ
の
次
の
「
相
伝
篇
下
」
に
は
蓮
知
上
人

はに
覚T関
如5す
上る
人も

の
存f 、
覚Tそ
上の
人次
にの
関「

相
伝
篇
上
L _  

す
る
も
の
、
そ
の
次
の
「
宗
祖

篇
下
」
に
は
、
親
鷲
聖
人
に
よ

のお曇ど法つ
加かよ 鷲土 語て
点：び大t集書
本2善て 師L『写
な導1の西tさ
ど大 官ほ

、噴 i~ 詰； 主
孟ご生；南~ ~
音レ論三紗；聖
九〈三ち』’ 人
巻士とイやの

親鷲聖人750回大遠忌

宗門長期振興計画

最
後
の
「
補

遣
篇
」
に
は
本
願
寺
関
係
の
史

資
料
な
ど
に
な
り
ま
す
。

5 

最

後

に

今
回
、
本
聖
典
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て

「
聖
典
の
最
高
峰
」
と
銘
打
ち
ま
し
た
が
、
以

上
述
べ
て
き
た
本
聖
典
の
特
徴
や
工
夫
に
よ
っ

て
、
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
聖
典
を

編
纂
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
刊
行
を
も
っ
て
終

了
す
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
聖

典
が
よ
り
多
く
の
方
々
に
拝
読
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ひ
ろ
く
皆
様
の
ご
批
判
、
ご
助
言
を

［基本的な考え方（コンセプト）] 

0『新たな始まり』

～明日の宗門の基盤作り～

標】

0親鷺聖人750回大遠忌法要の修行

0現代社会に応える教学・伝道態勢の

構築とみ教えに生きる「人」の育成

［目

い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
完
全
な
も
の
に
し
て

い
く
の
が
聖
典
編
纂
の
っ
と
め
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
聖
典
を
通
し
て
一
人
で
も
多
く

の
方
が
宗
祖
の
お
言
葉
の
一
つ
一
つ
に
触
れ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
聖
典
を

編
纂
す
る
に
当
た
っ
て
、
親
鷲
聖
人
の
真
筆
を

は
じ
め
諸
聖
教
の
善
本
を
網
羅
す
る
に
は
、
そ

れ
ら
を
所
蔵
す
る
寺
院
や
個
人
、
お
よ
び
関
係

学
校
の
多
大
な
る
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
甚
深
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
）

［重点項目］

①法要の修行

①記念行事等の推進

①協賛行事

①伝道態勢の整備

｜⑤時代に即応する教学の振興 ｜

①新たな門徒の誕生（教線の拡充）

⑦国際伝道の推進

③寺院の活性化対策

①過疎過密対策

⑩地域社会との支流

⑪現代社会への貢献

⑫人材育成の新規対策

⑬既存の人材育成施策の強化

⑪宗務機能の点検と拡充

⑬境内地等の整備
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